
三菱財団　研究・事業報告書2025

128．絹本著色薬師十二神将像 保存修理事業

觀音寺　代表役員　　小籔　実英

表具全図 本紙全図
 ＜修復前＞

絹本著色薬師十二神将像
寸法 
本紙：縦 118.5cm 横 59.6cm 
表装：縦 199.5cm 横 78.7cm 

京都府

解説
　本像は鎌倉時代末、十四世紀前半に遡る薬師十二神将像の優品である。特に十二神将の面貌や肉親の
立体表現は極めて繊細な彩色に基づき高度な絵画表現を達成したもので、その優れた表現は特筆に値す
る。
　しかし、江戸時代の天明六年に補修されて以来、修理を施されていないので全体に本紙絹の亀裂や彩
色顔料の浮きなど、展示はおろか開披するのも危険な状態であった。
　此度の修復事業で亀裂や顔料の浮きもおさえられ、安定した画像に戻す事ができた。今後は高野山桜
池院本、藤田美術館本に次ぐ古い薬師十二神将像として展示公開しその後は大切に保存していく所存で
ある。
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三菱財団　研究・事業報告書2025

表具全図 本紙全図
 ＜修復後＞

修復業者
　株式会社 光影堂

修復内容
　本文化財は度重なる部分的な補修によって構造が著しく複雑化し、これに起因する損傷が進行してい
たため、過去の修理で付加された裏打紙や補修絹などを全て取り除いて本紙料絹 1枚の状態とした上で、
欠失箇所に同一の補修絹を入れて新たに適切な色味の美濃紙で肌裏打を行い、欠失箇所全体に均一な補
彩を施すことで、構造を安定させ、かつ鑑賞性の回復を図った。
　本紙を直接支持する旧肌裏紙は著しく脆弱化していたため、本紙の表面に布海苔水溶液と養生紙で表
打を行う方法で、裏面から少量ずつ旧肌裏紙及び旧補修絹を除去した。
　軸装仕立てに際し、新たな裏打紙、表装裂地、金鍍金軸、桐太巻添軸は、選定保存技術保持者等が製
作した材料を使用した。
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絹
本
著
色
薬
師
十
二
神
将
像

修
理
報
告
書

（
宗
教
法
人
観
音
寺
蔵
）

株
式
会
社

　光

　影

　堂

令
和
八
年
三
月

京
都
府
暫
定
登
録
文
化
財
・
福
知
山
市
指
定
文
化
財
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　修理前　表装全図
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　修理前　表装全図
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修理後　表装全図
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一
、�

本
書
は
、
京
都
府
指
定
・
登
録
文
化
財
等
補

助
事
業
補
助
金
、
福
知
山
市
文
化
財
保
全
事

業
補
助
金
、
公
益
財
団
法
人
三
菱
財
団
文
化

財
保
存
修
復
事
業
助
成
に
よ
り
令
和
六
・
七

年
度
に
施
行
し
た
、
絹
本
著
色
薬
師
十
二
神

将
像
の
修
理
報
告
書
で
あ
る
。

一
、�

本
書
の
執
筆
は
、
株
式
会
社
光
影
堂
主
任
技

師
三
日
市
淳
が
行
い
、
編
集
を
企
画
総
務
部

企
画
課
長
東
野
鈴
奈
が
行
っ
た
。

一
、�

写
真
は
、
一
部
を
除
き
株
式
会
社
光
影
堂
が

京
都
国
立
博
物
館
文
化
財
保
存
修
理
所
に
お

い
て
撮
影
し
た
。

一
、�

寸
法
の
単
位
は
、
特
に
記
載
が
な
い
限
り
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

修理前　本紙修理後　本紙
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〔
修
理
事
業
の
概
要
〕

一
、
文
化
財
の
名
称

　
　
　
　
種
　
別
：
京
都
府
暫
定
登
録
文
化
財
・
福
知
山
市
指
定
文
化
財
　
絵
画

　
　
　
　
名
　
称
：
絹
本
著
色
薬
師
十
二
神
将
像

　
　
　
　
員
　
数
：
一
幅

　
　
　
　
所
有
者
：
宗
教
法
人
　
観
音
寺

二
、
工
期

　
　
　
　
自
　
令
和
　
六
　
年
　
四
　
月
　
二
十
六
　
日

　
　
　
　
至
　
令
和
　
八
　
年
　
三
　
月
　
二
十
三
　
日

三
、
施
工
者

　
　
　
　
株
式
会
社
　
光
影
堂
　
代
表
取
締
役
　
大
菅
　
直

　
　
　
　
　
　
　
修
理
担
当
者
：
主
任
技
師
　
　
三
日
市
　
淳

〔
修
理
前
の
状
況
〕

一
、
品
質
形
状
（
口
絵
写
真
）

　
　
　
　
形
　
　
　
式
：
掛
軸
装
（
二
段
仏
表
装
）

　
　
　
　
中
　
　
　
廻
：
白
茶
地
唐
花
紋
金
襴

　
　
　
　
総
　
　
　
縁
：
茶
地
牡
丹
唐
草
文
綾
裂

　
　
　
　
筋
　
　
　
　
：
外
側
白
地
平
織
　
内
側
紫
地
平
織

　
　
　
　
軸
　
　
　
首
：
蓮
華
唐
草
文
鍍
金
軸

　
　
　
　
保
　
存
　
箱
：
桐
製
太
巻
添
軸
及
び
桐
製
屋
郎
箱

二
、
寸
法

　
　
　
　
本
　
紙
　
　
縦
　
一
一
八
・
五
　
　
横
　
　
五
九
・
六
　

　
　
　
　
表
　
装
　
　
縦
　
一
九
九
・
五
　
　
横
　
　
七
八
・
七
　
　
　
　

　
　
　
　
中
　
廻
　
　
上
　
　
一
一
・
一
　
　
下
　
　
　
五
・
七

　
　
　
　
中
　
柱
　
　
巾
　
　
　
一
・
一
　

　
　
　
　
総
　
縁
　
　
上
　
　
四
二
・
〇
　
　
下
　
　
二
一
・
四

　
　
　
　
　
　
柱
　
　
巾
　
　
　
七
・
九

　
　
　
　
風
　
帯
　
　
巾
　
　
　
三
・
〇

　
　
　
　
軸
　
首
　
　
径
　
　
　
二
・
八
　
　
出
　
　
　
二
・
九

三
、
本
紙
の
状
況

　
絹
継
ぎ
の
な
い
一
枚
の
料
絹
に
描
か
れ
る
。
料
絹
表
面
に
経
年
の
汚
れ
が
蓄
積
し
て
本

紙
を
く
す
ま
せ
、
沈
ん
だ
色
味
と
な
り
鑑
賞
を
妨
げ
て
い
る
。
画
面
全
体
に
光
沢
感
が
あ

り
、
な
ん
ら
か
の
接
着
剤
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）
。
料
絹
欠
失
箇
所
で
は
裏
彩
色

の
露
出
が
認
め
ら
れ
る
。

◇
料
絹
の
折
れ
、
亀
裂

　
画
面
全
体
に
横
方
向
の
折
れ
が
発
生
し

て
い
る
。
一
部
の
折
れ
が
亀
裂
に
進
行

し
、
肌
裏
紙
か
ら
浮
き
上
が
る
（
写
真

１
）
。
巻
舒
の
度
に
亀
裂
の
頂
点
が
擦

れ
、
料
絹
の
欠
失
に
繋
が
っ
て
い
る
。
料

絹
が
硬
化
し
、
肌
裏
紙
の
糊
の
接
着
強
度

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
横
折
れ
の
主
た

る
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

写真１　料絹の折れ
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◇
欠
失
と
補
修

　
料
絹
の
随
所
に
欠
失
が
生
じ
て
い
る
（
損
傷
図
面
）
。
本
紙
上
部
に
描
か
れ
る
天
蓋
や

光
背
部
分
の
広
範
囲
の
欠
失
は
、
緑
青
や
群
青
な
ど
銅
成
分
を
含
ん
だ
絵
具
の
化
学
変
化

の
影
響
（
絵
具
焼
け
・
緑
青
焼
け
）
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
欠
失
部
分
に
は
過
去
の
修
理
で
補
修
が
施
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
多
い
。�

三
種
類
の
補

修
絹
が
混
在
し
て
お
り
、
過
去
の
修
理
の
度
に
そ
れ
以
前
の
補
修
絹
を
除
去
せ
ず
、
そ
の

都
度
付
け
加
え
ら
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
（
写
真
２
）
。

　
い
ず
れ
の
絹
も
本
紙
料
絹
の
織
組
織
と
は
異
な
る
も
の
が
使
用
さ
れ
、
絹
目
の
方
向
も

均
一
で
は
な
い
。
裏
面
か
ら
二
種
類
、
表
面
か
ら
一
種
類
の
補
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。
裏

面
か
ら
の
補
修
は
料
絹
に
直
接
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
肌
裏
紙
上
か
ら
施
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
補
修
も
本
紙
料
絹
と
の
重
な
り
が
大
き
い
（
写
真
３
）
。

　
欠
失
の
形
通
り
に
補
修
を
行
な
っ
て
お
ら
ず
、
帯
状
や
四
角
に
切
っ
た
絹
で
補
修
さ
れ

て
い
る
。
補
修
絹
と
補
修
絹
、
料
絹
と
補
修
絹
が
重
な
る
箇
所
で
本
紙
料
絹
が
押
し
上
げ

ら
れ
、
巻
舒
の
度
に
擦
れ
、
料
絹
の
欠
失
に
繋
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
黒
く
染
め
ら
れ
た

帯
状
の
紙
で
補
修
さ
れ
て
い
る
欠
失
も
認
め
ら
れ
る
（
写
真
４
）
。

　
表
面
か
ら
行
っ
た
補
修
は
比
較
的
欠
失
の
形
に
添
っ
て
入
れ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
重
な

り
も
あ
る
。
濃
い
糊
を
使
用
し
て
補
修
を
行
な
っ
て
い
る
た
め
、
絹
目
が
糊
で
詰
ま
っ
て

黒
く
光
沢
を
帯
び
て
い
る
（
写
真
５
）
。

　
状
態
の
違
う
三
種
類
の
補
修
絹
と
紙
に
よ
る
補
修
が
混
在
し
て
画
面
を
煩
雑
に
し
、
鑑

賞
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

◇
絵
具
層
、
過
去
の
修
理
に
お
け
る
剝
落
止
め

　
本
来
多
種
の
絵
具
を
使
用
し
た
色
鮮
や
か
な
作
品
で
あ
る
が
、
濃
い
墨
色
の
肌
裏
紙
や

補
彩
に
よ
り
画
面
が
暗
く
な
り
、
細
や
か
な
表
現
を
視
覚
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
過
去
の

修
理
で
剝
落
止
め
の
た
め
に
画
面
全
体
に
濃
度
の
濃
い
膠
水
溶
液
が
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と

写真３　補修絹の重なり写真５　表からの補修

写真２　複数の補修絹の混在写真４　紙による補修

損傷図面　赤色が料絹欠失箇所
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写真２　複数の補修絹の混在写真４　紙による補修

損傷図面　赤色が料絹欠失箇所

− 7−

も
、
画
面
を
沈
ま
せ
る
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
本
文
化
財
の
絵
具
層
は
摩
耗
し
て
な
お
厚
み
が
保
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
濃
い
膠

水
溶
液
が
絵
具
層
内
部
に
ま
で
浸
透
す
る
こ
と
な
く
、
絵
具
の
表
面
に
留
ま
っ
て
乾
燥

し
、
料
絹
と
絵
具
層
の
硬
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　
肌
裏
紙
の
接
着
力
が
低
下
し
た
状
態
で
巻
舒
を
繰
り
返
し
、
硬
く
な
っ
た
表
面
に
亀
裂

が
生
じ
て
い
る
（
写
真
６
）
。
膠
に
強
く
引
か
れ
た
絵
具
に
影
響
さ
れ
て
料
絹
の
剝
離
・

剝
落
も
生
じ
て
い
る
。
薬
師
如
来
の
肉
身
部
等
の
金
色
を
使
用
し
た
箇
所
で
は
絵
具
層
表

面
に
ピ
ー
リ
ン
グ
が
み
ら
れ
る
（
写
真
７
）
。

◇
肌
裏
紙

　
濃
い
墨
茶
色
の
肌
裏
紙
で
肌
裏
打
が
施
さ
れ
て
い
る
。
欠
失
箇
所
か
ら
墨
色
の
肌
裏
紙

が
覗
き
、
鑑
賞
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。
前
回
の
修
理
（
平
成
十
二
年
）
で
は
肌
裏
紙
の

刷
新
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
長
期
に
わ
た
り
肌
裏
紙
の
取
り
替
え
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た

め
、
肌
裏
紙
の
糊
の
接
着
強
度
が
低
下
し
て
い
る
。

　
本
文
化
財
は
修
理
の
痕
跡
か
ら
今
回
の
修
理
前
に
少
な
く
と
も
三
回
の
修
理
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
機
会
に
も
肌
裏
紙
全
体
の
取
り
替
え
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
損
傷

箇
所
や
肌
裏
紙
が
除
去
し
や
す
い
箇
所
の
み
を
取
り
替
え
て
お
り
、
修
理
の
度
に
部
分
的

に
貼
り
重
ね
ら
れ
、
複
数
の
色
味
の
肌
裏
紙
が
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
状
態
で
混
在
し

て
い
る
（
写
真
８
）
。
構
造
上
極
め
て
不
安
定
で
あ
る
た
め
、
適
切
な
紙
と
糊
で
均
一
な

肌
裏
紙
に
刷
新
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
肌
裏
紙
が
不
均
一
な
た
め
、
絵
具
の
薄
い
無
地
場
に
斑
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
を
是

正
し
、
見
え
方
を
均
一
に
す
る
た
め
に
表
面
か
ら
無
地
場
に
墨
が
塗
ら
れ
て
お
り
、
裏
打

層
に
浸
透
し
て
い
る
（
写
真
９
）
。

写真６　料絹の亀裂

写真７　絵具層のピーリング

写真９　裏打層に浸透した後補の墨

写真８　複数の肌裏紙の混在

9
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◇
補
彩

　
主
に
表
面
か
ら
施
さ
れ
た
補
修
絹
上
に
補
彩
が
確
認
で
き
る
。
全
体
に
暗
い
色
調
の
補

彩
で
、
補
修
絹
と
本
紙
料
絹
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
は
み
出
し
（
オ
ー
バ
ー
ペ
イ
ン
ト
）
、
表

現
を
阻
害
し
て
い
る
（
写
真
10
）
。

　
特
に
、
薬
師
如
来
の
首
や
裳
裾
の
欠
失
箇
所
に
施
さ
れ
た
黒
い
補
彩
は
、
周
囲
が
金
色

で
あ
る
た
め
鑑
賞
者
の
目
を
引
き
（
写
真
11
）
、
本
文
化
財
の
印
象
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。

四
、
表
装
の
状
況

◇
表
装
裂

　
本
文
化
財
の
表
装
形
式
は
二
段
仏
表
装
形
式
で
、
中
廻
に
白
茶
地
唐
花
紋
金
襴
、
総
縁

に
茶
地
牡
丹
唐
草
文
綾
裂
が
使
用
さ
れ
る
（
写
真
12
）。
裂
の
特
徴
と
総
裏
紙
に
記
さ
れ

た
修
理
銘
か
ら
平
成
十
二
年
の
修
理
で
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
（
写
真

13
）。
前
回
の
修
理
で
は
肌
裏
紙
を
取
り
替
え
て
い
な
い
た
め
、
修
理
後
二
十
五
年
ほ
ど

で
本
紙
の
抱
え
た
汚
れ
や
絵
具
焼
け
の
影
響
で
総
裏
紙
に
茶
変
が
生
じ
て
い
る
。

　
総
縁
上
部
が
大
き
く
前
に
迫
り
出
し

（
写
真
14
）、
柱
部
分
に
波
打
ち
が
見
ら

れ
、
表
装
全
体
が
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
て
い

る
。

◇
軸
首
・
吊
金
具�

　
軸
首
に
は
蓮
華
唐
草
文
様
が
彫
金
さ

れ
た
鍍
金
軸
が
使
用
さ
れ
る
（
写
真
15
）。

写真14　バランスを崩した表装写真13　平成12年の修理銘

写真12　表装裂

写真15　金軸

写真10　補彩

写真11　薬師如来首部分の補彩

10
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柱
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に
波
打
ち
が
見
ら

れ
、
表
装
全
体
が
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
て
い

る
。

◇
軸
首
・
吊
金
具�

　
軸
首
に
は
蓮
華
唐
草
文
様
が
彫
金
さ
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◇
保
存
箱

�
　
保
存
箱
と
し
て
平
成
十
二
年
の
修
理
で
新
調
し
た
桐
製
太
巻
添
軸
入
及
び
桐
製
屋
郎

箱
が
付
属
す
る
。
保
存
箱
は
再
使
用
可
能
と
考
え
る
。

〔
修
理
後
の
状
況
〕

一
、
品
質
形
状
（
口
絵
写
真
）

　
　
　
　
形
　
　
　
式
：
掛
軸
装
（
二
段
仏
表
装
）

　
　
　
　
中
廻
・
風
帯
：
本
藍
変
り
鱗
地
一
重
牡
丹
唐
草
文
金
地
金
襴

　
　
　
　
総
　
　
　
縁
：
山
吹
地
雲
文
綾
裂

　
　
　
　
筋
　
　
　
　
：
内
側
　
白
茶
地
平
織
　
　
外
側
　
浅
葱
地
平
織

　
　
　
　
軸
　
　
　
首
：
蓮
華
唐
草
文
金
鍍
金
軸

　
　
　
　
保
　
存
　
箱
：
桐
製
太
巻
添
軸
（
新
調
）
及
び
桐
製
屋
郎
箱
（
再
使
用
）

二
、
寸
法

　
　
　
　
本
　
紙
　
　
縦
　
　
　
九
三
・
八
　
　
横
　
　
四
二
・
〇
　

　
　
　
　
表
　
装
　
　
縦
　
　
一
八
六
・
四
　
　
横
　
　
五
九
・
八

　
　
　
　
中
　
廻
　
　
上
　
　
　
一
四
・
八
　
　
下
　
　
　
八
・
九

　
　
　
　
中
　
柱
　
　
巾
　
　
　
　
〇
・
九
　

　
　
　
　
総
　
縁
　
　
上
　
　
　
四
五
・
四
　
　
下
　
　
二
二
・
六

　
　
　
　
　
　
柱
　
　
巾
　
　
　
　
七
・
五

　
　
　
　
風
　
帯
　
　
巾
　
　
　
　
三
・
〇

　
　
　
　
軸
　
首
　
　
径
　
　
　
　
三
・
〇
　
　
出
　
　
　
三
・
四

三
、
使
用
材
料
及
び
製
作
者
等

　
　
　
補
修
絹
　
　
　
電
子
線
劣
化
絹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
廣
信
織
物
（
京
都
）
製
作
の
平
織
絹
を
電
子
線
照
射
（
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
子
力
研
究
開
発
機
構
高
崎
量
子
応
用
研
究
所
）
に
て
劣
化
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
た
も
の

　
　
　
肌
裏
紙
　
　
　
楮
紙
　
二
・
五
匁
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
竹
久
　
　
　
（
岐
阜
）

　
　
　
　
　
※
矢
車
・
胡
桃
・
墨
に
よ
り
染
色
、
木
灰
に
よ
り
媒
染

　
　
　
増
裏
紙
　
　
　
美
栖
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
窪
良
二
　
　
　
（
奈
良
）

　
　
　
中
裏
紙
　
　
　
美
栖
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
窪
良
二
　
　
　
（
奈
良
）

　
　
　
総
裏
紙
　
　
　
宇
陀
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
西
正
行
　
　
　
（
奈
良
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
矢
車
に
よ
る
染
色
、
木
灰
に
よ
る
媒
染

　
　
　
折
伏
紙
　
　
　
薄
美
濃
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
竹
久
　
　
　
（
岐
阜
）

　
　
　
膠
　
　
　
　
　
鹿
膠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
文
化
資
産
支
援
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奈
良
）

　
　
　
中
廻
・
風
帯
　
本
藍
変
り
鱗
地
一
重
牡
丹
唐
草
文
金
地
金
襴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
純
一
　
　
　
（
京
都
）

　
　
　
総
縁
　
　
　
　
山
吹
地
雲
文
綾
裂
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
純
一
　
　
　
（
京
都
）

　
　
　
筋
裂
　
　
　
　
薄
茶
地
平
織
絹
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居
　
　
　
　
　
（
京
都
）

　
　
　
上
巻
絹
　
　
　
平
織
絹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
純
一
　
　
　
（
京
都
）

　
　
　
軸
首
　
　
　
　
蓮
華
唐
草
文
金
鍍
金
軸
　
　
　
　
　
松
田
聖
　
　
　
　
（
京
都
）

　
　
　
保
存
箱
　
　
　
桐
製
太
巻
添
軸
　
　
　
　
　
　
　
　
石
塚
良
信
　
　
　
（
京
都
）
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〔
修
理
方
針
〕

　
所
有
者
及
び
京
都
府
担
当
者
、
福
知
山
市
担
当
者
と
協
議
の
上
、
以
下
の
修
理
方
針
に

基
づ
い
て
修
理
を
実
施
し
た
。

　
本
文
化
財
は
、
長
期
に
わ
た
り
肌
裏
紙
の
取
り
替
え
を
伴
う
解
体
修
理
が
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
肌
裏
紙
の
糊
の
接
着
強
度
が
低
下
し
て
い
た
。
ま
た
過
去
の
修
理
で
施
さ
れ
た
複

数
の
時
代
の
補
修
が
残
存
し
て
お
り
、
本
紙
料
絹
の
剝
離
・
剝
落
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
絹
目
や
色
の
異
な
る
複
数
の
補
修
絹
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
で
画
面
を
煩
雑
に

し
、
鑑
賞
上
大
き
な
違
和
感
を
与
え
て
い
た
。
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
除
去
を
行
い
、
肌
裏

紙
の
打
ち
替
え
を
伴
う
解
体
修
理
を
行
う
こ
と
で
、
構
造
的
に
も
視
覚
的
に
も
安
定
さ
せ

る
こ
と
を
修
理
方
針
の
主
軸
と
し
た
。

◇
補
修
絹
の
除
去

　
本
紙
料
絹
の
欠
失
部
分
に
は
各
時
代
の
修
理
で
施
さ
れ
た
補
修
絹
が
あ
り
、
お
よ
そ
三

種
類
の
補
修
絹
が
混
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
補
修
絹
の
色
味
・
質
感
が
本
紙
と
調
和
し
て

お
ら
ず
、
鑑
賞
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
欠
失
よ
り
も
大
き
く
あ
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
本
紙
料
絹
・
他
の
補
修
絹
と
重
な
り
、
本
紙
料
絹
の
損
傷
の
要
因
に
な
っ
て
い
た
。

　
補
修
絹
に
は
補
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
本
紙
の
情
報
を
補
完
す
る
よ
う
な
補
筆
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
所
有
者
及
び
行
政
担
当
者
と
協
議
を
行
い
、
補
修

絹
は
全
て
除
去
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
過
去
の
複
数
回
の
修
理
で
付
加
さ
れ
た
要
素
を
一
度
全
て
取
り
除
き
、
今
回
の
修
理
で

全
て
の
欠
失
箇
所
に
同
一
の
補
修
絹
を
入
れ
て
構
造
を
安
定
さ
せ
、
補
修
箇
所
に
均
一
な

補
彩
を
施
す
こ
と
で
鑑
賞
性
を
回
復
さ
せ
た
。

◇
肌
裏
紙
の
除
去

　
本
紙
料
絹
に
は
多
く
の
欠
失
が
あ
り
、
細
か
く
補
修
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
料
絹
の
断

片
化
が
進
み
、
当
初
位
置
か
ら
の
移
動
も
見
ら
れ
た
。
料
絹
の
欠
落
か
ら
裏
彩
色
が
露
出

し
て
い
る
箇
所
も
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
裏
彩
色
の
保
護
と
断
片
化
し
た

本
紙
料
絹
の
安
全
性
を
保
持
す
る
た
め
に
、
乾
式
肌
上
げ
法
で
の
肌
裏
紙
除
去
を
選
択
し

た
。
養
生
紙
と
常
温
抽
出
布
海
苔
で
表
打
を
施
し
て
本
紙
の
表
面
を
い
っ
た
ん
固
定
し
、

乾
燥
後
に
裏
面
か
ら
小
区
画
ご
と
に
水
分
を
与
え
、
少
量
ず
つ
肌
裏
紙
を
除
去
し
た
。

◇
新
し
い
肌
裏
紙

　
修
理
前
に
打
た
れ
て
い
た
肌
裏
紙
は
濃
い
墨
色
で
、
こ
れ
に
よ
り
本
紙
全
体
が
暗
く
、

繊
細
な
表
現
を
視
覚
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
本
紙
の
表
現
を
よ
り
鮮
明
に
鑑
賞
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
明
る
い
色
の
肌
裏
紙
を
打
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
薬

師
如
来
の
首
の
欠
失
箇
所
は
画
面
が
明
る
く
な
り
す
ぎ
る
と
目
立
つ
恐
れ
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
上
部
の
広
範
囲
の
補
修
箇
所
で
は
、
明
る
い
肌
裏
紙
を
使
用
す
る
こ
と
で
絹
目
か
ら

肌
裏
紙
が
地
透
け
し
、
損
傷
箇
所
が
修
理
前
以
上
に
明
確
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
、
繊
細
な
表
現
の
邪
魔
を
せ
ず
、
薬
師
如
来
や
上
部
欠
失
箇
所
の
見
え
方
に
悪
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
、
や
や
濃
い
茶
色
の
肌
裏
紙
を
使
用
し
た
。

◇
表
装

　
修
理
前
の
表
装
裂
は
平
成
十
二
年
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
再
使
用
は

可
能
で
は
あ
っ
た
が
、
肌
裏
紙
を
取
り
替
え
明
る
く
な
っ
た
本
紙
と
は
調
和
し
な
い
と
考

え
、明
る
く
な
っ
た
本
紙
と
明
瞭
に
な
っ
た
表
現
が
際
立
つ
裂
地
を
新
調
す
る
こ
と
し
た
。

　
表
装
形
式
は
二
段
仏
表
装
を
踏
襲
し
た
。
選
定
保
存
技
術
保
存
団
体
構
成
員
に
よ
る
製

織
に
係
る
裂
地
を
使
用
し
、
中
廻
・
風
帯
に
は
金
襴
、
総
縁
に
は
綾
を
用
い
た
。
取
り
合

わ
せ
は
所
有
者
、
行
政
担
当
者
と
協
議
の
上
で
決
定
し
た
。
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〔
修
理
方
針
〕

　
所
有
者
及
び
京
都
府
担
当
者
、
福
知
山
市
担
当
者
と
協
議
の
上
、
以
下
の
修
理
方
針
に

基
づ
い
て
修
理
を
実
施
し
た
。

　
本
文
化
財
は
、
長
期
に
わ
た
り
肌
裏
紙
の
取
り
替
え
を
伴
う
解
体
修
理
が
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
肌
裏
紙
の
糊
の
接
着
強
度
が
低
下
し
て
い
た
。
ま
た
過
去
の
修
理
で
施
さ
れ
た
複

数
の
時
代
の
補
修
が
残
存
し
て
お
り
、
本
紙
料
絹
の
剝
離
・
剝
落
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
絹
目
や
色
の
異
な
る
複
数
の
補
修
絹
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
で
画
面
を
煩
雑
に

し
、
鑑
賞
上
大
き
な
違
和
感
を
与
え
て
い
た
。
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
除
去
を
行
い
、
肌
裏

紙
の
打
ち
替
え
を
伴
う
解
体
修
理
を
行
う
こ
と
で
、
構
造
的
に
も
視
覚
的
に
も
安
定
さ
せ

る
こ
と
を
修
理
方
針
の
主
軸
と
し
た
。

◇
補
修
絹
の
除
去

　
本
紙
料
絹
の
欠
失
部
分
に
は
各
時
代
の
修
理
で
施
さ
れ
た
補
修
絹
が
あ
り
、
お
よ
そ
三

種
類
の
補
修
絹
が
混
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
補
修
絹
の
色
味
・
質
感
が
本
紙
と
調
和
し
て

お
ら
ず
、
鑑
賞
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
欠
失
よ
り
も
大
き
く
あ
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
本
紙
料
絹
・
他
の
補
修
絹
と
重
な
り
、
本
紙
料
絹
の
損
傷
の
要
因
に
な
っ
て
い
た
。

　
補
修
絹
に
は
補
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
本
紙
の
情
報
を
補
完
す
る
よ
う
な
補
筆
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
所
有
者
及
び
行
政
担
当
者
と
協
議
を
行
い
、
補
修

絹
は
全
て
除
去
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
過
去
の
複
数
回
の
修
理
で
付
加
さ
れ
た
要
素
を
一
度
全
て
取
り
除
き
、
今
回
の
修
理
で

全
て
の
欠
失
箇
所
に
同
一
の
補
修
絹
を
入
れ
て
構
造
を
安
定
さ
せ
、
補
修
箇
所
に
均
一
な

補
彩
を
施
す
こ
と
で
鑑
賞
性
を
回
復
さ
せ
た
。

◇
肌
裏
紙
の
除
去

　
本
紙
料
絹
に
は
多
く
の
欠
失
が
あ
り
、
細
か
く
補
修
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
料
絹
の
断

片
化
が
進
み
、
当
初
位
置
か
ら
の
移
動
も
見
ら
れ
た
。
料
絹
の
欠
落
か
ら
裏
彩
色
が
露
出

し
て
い
る
箇
所
も
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
裏
彩
色
の
保
護
と
断
片
化
し
た

本
紙
料
絹
の
安
全
性
を
保
持
す
る
た
め
に
、
乾
式
肌
上
げ
法
で
の
肌
裏
紙
除
去
を
選
択
し

た
。
養
生
紙
と
常
温
抽
出
布
海
苔
で
表
打
を
施
し
て
本
紙
の
表
面
を
い
っ
た
ん
固
定
し
、

乾
燥
後
に
裏
面
か
ら
小
区
画
ご
と
に
水
分
を
与
え
、
少
量
ず
つ
肌
裏
紙
を
除
去
し
た
。

◇
新
し
い
肌
裏
紙

　
修
理
前
に
打
た
れ
て
い
た
肌
裏
紙
は
濃
い
墨
色
で
、
こ
れ
に
よ
り
本
紙
全
体
が
暗
く
、

繊
細
な
表
現
を
視
覚
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
本
紙
の
表
現
を
よ
り
鮮
明
に
鑑
賞
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
明
る
い
色
の
肌
裏
紙
を
打
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
薬

師
如
来
の
首
の
欠
失
箇
所
は
画
面
が
明
る
く
な
り
す
ぎ
る
と
目
立
つ
恐
れ
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
上
部
の
広
範
囲
の
補
修
箇
所
で
は
、
明
る
い
肌
裏
紙
を
使
用
す
る
こ
と
で
絹
目
か
ら

肌
裏
紙
が
地
透
け
し
、
損
傷
箇
所
が
修
理
前
以
上
に
明
確
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
、
繊
細
な
表
現
の
邪
魔
を
せ
ず
、
薬
師
如
来
や
上
部
欠
失
箇
所
の
見
え
方
に
悪
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
、
や
や
濃
い
茶
色
の
肌
裏
紙
を
使
用
し
た
。

◇
表
装

　
修
理
前
の
表
装
裂
は
平
成
十
二
年
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
再
使
用
は

可
能
で
は
あ
っ
た
が
、
肌
裏
紙
を
取
り
替
え
明
る
く
な
っ
た
本
紙
と
は
調
和
し
な
い
と
考

え
、明
る
く
な
っ
た
本
紙
と
明
瞭
に
な
っ
た
表
現
が
際
立
つ
裂
地
を
新
調
す
る
こ
と
し
た
。

　
表
装
形
式
は
二
段
仏
表
装
を
踏
襲
し
た
。
選
定
保
存
技
術
保
存
団
体
構
成
員
に
よ
る
製

織
に
係
る
裂
地
を
使
用
し
、
中
廻
・
風
帯
に
は
金
襴
、
総
縁
に
は
綾
を
用
い
た
。
取
り
合

わ
せ
は
所
有
者
、
行
政
担
当
者
と
協
議
の
上
で
決
定
し
た
。
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発
装
、
軸
木
、
啄
木
、
鐶
な
ど
の
部
材
は
歪
み
な
ど
の
損
傷
が
見
ら
れ
た
た
め
、
全
て

新
調
し
た
。

　
軸
首
は
蓮
華
唐
草
文
鍍
金
軸
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
修
理
を
期
に
、
選
定
保

存
技
術
（
美
術
工
芸
品
錺
金
具
製
作
）
保
持
者
の
製
作
に
よ
る
金
鍍
金
軸
を
新
調
し
た
。

文
様
の
意
匠
は
本
文
化
財
の
た
め
に
蓮
華
唐
草
文
を
描
き
起
こ
し
た

◇
保
存
箱
及
び
太
巻
添
軸

　
平
成
十
二
年
に
新
調
さ
れ
た
桐
製
太
巻
添
軸
及
び
屋
郎
箱
が
付
属
し
て
い
た
。
屋
郎
箱

の
密
閉
性
は
保
持
さ
れ
て
お
り
、
汚
れ
や
損
傷
も
な
く
、
箱
書
が
揮
毫
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
鑑
み
再
使
用
し
た
。
但
し
、
本
紙
に
直
接
触
れ
る
太
巻
添
軸
は
、
選
定
保
存
技
術
保
存

団
体
構
成
員
の
製
作
に
よ
り
新
調
し
た
。
屋
郎
箱
に
は
裂
製
の
覆
い
を
取
り
付
け
た
。

　
修
理
中
に
生
じ
た
旧
表
装
裂
等
の
古
巣
類
、
天
明
六
年
の
修
理
銘
（
特
記
事
項
参
照
）

と
平
成
十
二
年
の
修
理
銘
は
中
性
紙
製
の
保
存
箱
を
新
調
し
て
納
入
し
、
返
却
し
た
。

〔
修
理
工
程
〕

一
、
調
査

　
表
装
を
含
め
た
損
傷
図
面
及
び
各
寸
法

表
を
作
成
し
た
。
損
傷
図
面
の
作
成
は
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
行
っ
た
。

　
顕
微
鏡
を
用
い
て
絹
目
や
絵
具
層
を
観

察
し
、
補
修
絹
選
択
の
参
考
と
し
た
（
特

記
事
項
参
照
）。

　
絵
具
の
接
着
の
強
度
を
確
認
す
る
パ
ッ

チ
テ
ス
ト
（
絵
具
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
：
二
ミ

リ
角
の
吸
い
取
り
紙
を
湿
ら
せ
て
描
画
材
料
の
上
に
置
き
、
色
の
移
動
を
確
認
す
る
と
同

時
に
、
水
に
弱
い
箇
所
を
把
握
す
る
）
を
行
い
、
剝
落
止
め
時
の
参
考
と
し
た
。

　
本
紙
全
図
、
表
装
全
図
、
デ
ィ
テ
ー
ル
写
真
、
透
過
写
真
撮
影
お
よ
び
赤
外
線
撮
影
を

行
い
修
理
前
の
状
態
を
記
録
し
た
（
写
真
16
）。

二
、
解
体

　
本
紙
と
中
廻
の
間
の
筋
裂
上
に
切
込
み
を
入
れ
、
本
紙
を
表
装
裂
か
ら
取
り
外
し
た
。

本
紙
の
裏
面
に
縁
紙
を
取
り
付
け
て
裏
面
か
ら
濾
過
水
を
噴
霧
し
、
仮
張
板
に
張
り
込
ん

で
画
面
を
平
滑
に
し
た
。
本
紙
を
取
り
外
し
た
後
、
表
装
裂
か
ら
下
軸
、
発
装
を
取
り
外

し
た
（
写
真
17
）。

三
、
剝
落
止
め
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
前
）

　
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
や
触
診
の
結
果
、
色
材
の
定
着
が
弱
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
作
業
を
安
全
に
行
う
た
め
の
剝
落
止
め
を
行
っ
た
。
鹿
膠
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の

膠
水
溶
液
と
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
エ
タ
ノ
ー
ル
を
用
い
て
行
い
、
充
分
な
乾
燥
期
間
を
お

い
て
膠
を
乾
燥
さ
せ
た
（
写
真
18
）。

写真18　クリーニング前剝落止め

写真16　調査

写真17　解体

13



− 12−

四
、
濾
過
水
を
用
い
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
本
紙
料
絹
と
肌
裏
紙
の
接
着
強
度
が
低
下
し
て
お
り
、
表
面
に
細
か
な
ひ
び
割
れ
か
多

く
、
水
を
通
す
前
の
状
態
で
は
平
滑
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
筆
の
毛
に
引
っ
掛
か
り
料
絹

を
損
傷
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
っ
た
た
め
、
乾
燥
状
態
で
の
塵
芥
除
去
は
行
わ
な
か
っ
た
。

　
表
面
を
機
能
紙
で
保
護
し
て
裏
面
か
ら
水
分
を
噴
霧
し
、本
紙
に
残
っ
て
い
る
総
裏
紙
、

増
裏
紙
及
び
折
伏
せ
紙
を
除
去
し
た
。
折
伏
せ
紙
を
除
去
し
て
皺
が
伸
び
た
本
紙
を
、
石

州
紙
と
極
薄
い
小
麦
澱
粉
糊
を
用
い
て
仮
裏
打
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
五
枚
程
度
重
ね
た

吸
取
紙
を
本
紙
の
下
に
敷
き
、
本
紙
表
面
か
ら
濾
過
水
を
噴
霧
し
て
吸
取
紙
に
汚
れ
を
移

動
さ
せ
る
方
法
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
（
写
真
19
）。
本
紙
の
様
子
を
確
認
し
な
が

ら
複
数
回
に
分
け
て
濾
過
水
を
噴
霧
し
た
。
そ
の
際
、
吸
取
紙
は
適
宜
交
換
し
、
以
後
の

裏
打
や
剝
落
止
め
等
の
作
業
に
影
響
の
出
な
い
範
囲
ま
で
適
度
に
汚
れ
を
除
去
し
た
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
時
の
湿
り
を
利
用
し
て
本
紙
を
仮
張
板
に
張
り
込
ん
で
画
面
を
平
滑
に

し
た
。
汚
れ
が
付
着
し
た
吸
取
紙
は
一
時
的
に
保
管
し
、所
有
者
に
ご
確
認
い
た
だ
い
た
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
は
鹿
膠
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
膠
水
溶
液
と
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の

エ
タ
ノ
ー
ル
を
用
い
て
剝
落
止
め
を
二
回
行
っ
た
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
残
っ
た
料
絹
表
面
の
繊
維
状
の
付
着
物
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
除
去
し

た
。

五
、
表
面
に
塗
布
さ
れ
た
膠
の
除
去

　
過
去
の
修
理
で
絵
具
層
に
過
剰
に
塗
布
さ
れ
た
膠
を
、
ア
セ
ト
ニ
ト
リ
ル
二
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
溶
液
で
溶
か
し
、
表
面
か
ら
養
生
紙
越
し
に
吸
い
取
り
、
除
去
し
た
（
写
真
20
）。

除
去
後
、
鹿
膠
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
膠
水
溶
液
で
絵
具
の
強
化
を
行
っ
た
。
　

六
、
剝
落
止
め
（
表
打
前
）

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
色
材
の
定
着
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
鹿
膠
一
・
〇
パ
ー
セ
ン

写真21　表からの補修の除去（除去前）

写真22　表からの補修の除去（除去後）

写真23　表補絹 写真19　濾過水を用いたクリーニング

写真20　表打前剝落止め写真24　表打
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四
、
濾
過
水
を
用
い
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
本
紙
料
絹
と
肌
裏
紙
の
接
着
強
度
が
低
下
し
て
お
り
、
表
面
に
細
か
な
ひ
び
割
れ
か
多

く
、
水
を
通
す
前
の
状
態
で
は
平
滑
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
筆
の
毛
に
引
っ
掛
か
り
料
絹

を
損
傷
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
っ
た
た
め
、
乾
燥
状
態
で
の
塵
芥
除
去
は
行
わ
な
か
っ
た
。

　
表
面
を
機
能
紙
で
保
護
し
て
裏
面
か
ら
水
分
を
噴
霧
し
、本
紙
に
残
っ
て
い
る
総
裏
紙
、

増
裏
紙
及
び
折
伏
せ
紙
を
除
去
し
た
。
折
伏
せ
紙
を
除
去
し
て
皺
が
伸
び
た
本
紙
を
、
石

州
紙
と
極
薄
い
小
麦
澱
粉
糊
を
用
い
て
仮
裏
打
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
五
枚
程
度
重
ね
た

吸
取
紙
を
本
紙
の
下
に
敷
き
、
本
紙
表
面
か
ら
濾
過
水
を
噴
霧
し
て
吸
取
紙
に
汚
れ
を
移

動
さ
せ
る
方
法
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
（
写
真
19
）。
本
紙
の
様
子
を
確
認
し
な
が

ら
複
数
回
に
分
け
て
濾
過
水
を
噴
霧
し
た
。
そ
の
際
、
吸
取
紙
は
適
宜
交
換
し
、
以
後
の

裏
打
や
剝
落
止
め
等
の
作
業
に
影
響
の
出
な
い
範
囲
ま
で
適
度
に
汚
れ
を
除
去
し
た
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
時
の
湿
り
を
利
用
し
て
本
紙
を
仮
張
板
に
張
り
込
ん
で
画
面
を
平
滑
に

し
た
。
汚
れ
が
付
着
し
た
吸
取
紙
は
一
時
的
に
保
管
し
、所
有
者
に
ご
確
認
い
た
だ
い
た
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
は
鹿
膠
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
膠
水
溶
液
と
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の

エ
タ
ノ
ー
ル
を
用
い
て
剝
落
止
め
を
二
回
行
っ
た
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
残
っ
た
料
絹
表
面
の
繊
維
状
の
付
着
物
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
除
去
し

た
。

五
、
表
面
に
塗
布
さ
れ
た
膠
の
除
去

　
過
去
の
修
理
で
絵
具
層
に
過
剰
に
塗
布
さ
れ
た
膠
を
、
ア
セ
ト
ニ
ト
リ
ル
二
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
溶
液
で
溶
か
し
、
表
面
か
ら
養
生
紙
越
し
に
吸
い
取
り
、
除
去
し
た
（
写
真
20
）。

除
去
後
、
鹿
膠
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
膠
水
溶
液
で
絵
具
の
強
化
を
行
っ
た
。
　

六
、
剝
落
止
め
（
表
打
前
）

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
色
材
の
定
着
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
鹿
膠
一
・
〇
パ
ー
セ
ン

写真21　表からの補修の除去（除去前）

写真22　表からの補修の除去（除去後）

写真23　表補絹 写真19　濾過水を用いたクリーニング

写真20　表打前剝落止め写真24　表打
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ト
の
膠
水
溶
液
で
剝
落
止
め
を
行
っ
た
。

七
、
本
紙
表
面
か
ら
の
補
修

　
本
紙
表
面
か
ら
施
さ
れ
て
い
た
補
修
絹
を
を
除
去
し
た
。（
写
真
21
・
22
）
除
去
し
た

補
修
絹
の
下
か
ら
裏
彩
色
が
出
て
き
た
箇
所
、
も
と
も
と
料
絹
が
欠
失
し
、
裏
彩
色
が
露

出
し
て
い
た
箇
所
に
本
紙
の
表
面
か
ら
補
修
（
表
補
絹
）
を
施
し
た
（
写
真
23
）。
薄
美

濃
紙
で
仮
裏
打
し
た
補
修
絹
を
欠
失
部
分
に
合
わ
せ
て
切
り
取
り
、
小
麦
澱
粉
糊
を
用
い

て
本
紙
に
嵌
め
込
ん
だ
。
仮
裏
打
は
本
紙
へ
の
嵌
め
込
み
と
同
時
に
除
去
し
た
。
こ
の
処

置
に
よ
り
肌
裏
紙
除
去
時
に
肌
裏
紙
に
裏
彩
色
が
付
着
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
裏
彩
色
を
画

面
上
に
残
置
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　

　
補
修
絹
に
は
、
電
子
線
劣
化
を
施
し
た
本
紙
に
適
切
な
絹
目
を
選
択
し
た
。
本
紙
料
絹

の
色
調
よ
り
も
若
干
薄
い
色
味
に
天
然
染
料
で
染
色
し
た
後
、灰
汁
で
媒
染
定
着
さ
せ
た
。

八
、
表
打

　
本
紙
表
面
を
機
能
紙
で
養
生
し
、常
温
抽
出
布
海
苔
と
二
種
の
厚
み
の
レ
ー
ヨ
ン
紙（
一

二
グ
ラ
ム
／
一
八
グ
ラ
ム
）
で�

二
層
の
表
打
を
施
し
て
、
一
旦
乾
燥
さ
せ
た
。
再
度
湿

り
を
与
え
て
平
滑
に
伸
ば
し
た
本
紙
に
常
温
抽
出
布
海
苔
と
新
糊
を
用
い
て
、
石
州
紙
で

三
層
目
の
表
打
を
行
っ
た
（
写
真
24
）。
表
打
時
の
湿
り
を
利
用
し
て
本
紙
を
仮
張
板
に

平
滑
に
張
り
込
ん
だ
。

九
、
旧
肌
裏
紙
・
旧
補
修
絹
除
去

　
裏
面
よ
り
小
筆
で
少
量
の
水
分
を
与
え
な
が
ら
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
徐
々
に
繊
維
を
引
き

抜
く
よ
う
に
し
て
旧
肌
裏
紙
を
除
去
し
た
（
写
真
25
）。
作
業
は
小
区
画
ご
と
に
行
い
、

本
紙
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
留
意
し
た
。
肌
裏
紙
に
施
さ
れ
て
い
た
補
修
絹
も
肌
裏

紙
と
同
時
に
除
去
し
た
。

写真27　補修 写真25　肌裏紙の除去

写真26　補修絹の重なり（裏面）

　
旧
肌
裏
紙
除
去
後
、
全
て
の
旧
補
修
絹
・
補
修
紙
を
除
去
し
た
。
絹
目
や
色
調
の
異
な

る
二
種
類
の
旧
補
修
絹
同
士
が
重
な
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
（
写
真
26
）。

一
〇
、
本
紙
裏
面
か
ら
の
補
修
・
裏
面
顕
微
鏡
撮
影

　
本
紙
組
成
と
近
似
の
補
修
絹
を
用
い
て
本
紙
の
裏
面
か
ら
補
修
を
行
っ
た
（
写
真
27
）。

補
修
絹
は
表
補
絹
同
様
、
本
紙
料
絹
の
色
調
よ
り
も
薄
い
色
味
に
矢
車
等
の
天
然
染
料
で

染
色
し
た
後
、
灰
汁
で
媒
染
定
着
さ
せ
た
も
の
を
使
用
し
た
。
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写真29　増裏打

写真30　折れ伏せ 写真28　肌裏打

一
一
、
表
打
除
去
・
肌
裏
打

　
本
紙
表
面
か
ら
濾
過
水
を
噴
霧
し
て
表
打
三
層
目
の
石
州
紙
と
二
層
目
の
レ
ー
ヨ
ン
紙

を
取
り
除
い
た
。

　
本
紙
裏
面
か
ら
薄
美
濃
紙
と
小
麦
澱
粉
糊
（
新
糊
）
を
用
い
て
、肌
裏
打
を
行
っ
た
（
写

真
28
）。
そ
の
後
、
表
打
一
層
目
の
レ
ー
ヨ
ン
紙
を
除
去
し
、
本
紙
に
負
荷
が
掛
か
ら
な

い
よ
う
に
平
ら
な
状
態
で
乾
燥
さ
せ
た
。

　
肌
裏
紙
の
色
に
つ
い
て
は
サ
ン
プ
ル
を
用
意
し
て
所
有
者
と
協
議
の
上
決
定
し
た
。

一
二
、
礬ど

う
さ水

引
き

　
本
紙
裏
面
か
ら
施
し
た
補
修
箇
所
に
、
補
彩
の
滲
み
止
め
の
た
め
に
礬
水
引
き
を
行
っ

た
。
兎
膠
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
明
礬
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
礬
水
を
使
用
し
た
。

一
三
、
増
裏
打

　
美
栖
紙
と
古
糊
を
用
い
て
増
裏
打
を
行
っ
た
（
写
真
29
）。
増
裏
打
に
使
用
す
る
美
栖

紙
の
色
味
に
つ
い
て
は
肌
裏
打
後
の
本
紙
に
実
際
に
使
用
す
る
染
め
た
美
栖
紙
の
サ
ン
プ

ル
を
裏
面
に
当
て
な
が
ら
京
都
府
の
担
当
者
と
協
議
を
行
い
決
定
し
た
。

一
四
、
折
れ
伏
せ
及
び
二
回
目
の
増
裏

　
亀
裂
や
折
れ
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
及
び
今
後
発
生
す
る
と
予
見
さ
れ
る
箇
所
に
、
細

い
帯
状
の
楮
紙
に
よ
る
折
れ
伏
せ
を
施
し
て
補
強
し
、
再
発
及
び
今
後
の
進
行
を
防
止
し

た
（
写
真
30
）。
折
れ
伏
せ
は
強
度
を
持
た
せ
る
た
め
に
楮
紙
の
抄
紙
方
向
と
直
角
に
な

る
よ
う
に
裁
断
し
た
。

　
折
れ
伏
せ
を
挟
み
込
む
よ
う
に
二
回
目
の
増
裏
打
を
施
し
て
か
ら
仮
張
板
に
張
り
込
み

本
紙
を
平
滑
に
し
て
安
定
さ
せ
た
（
写
真
31
）。

写真31　2回目の増裏打

写真32　補彩

写真33　表装裂取り合わせ協議
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写真29　増裏打

写真30　折れ伏せ 写真28　肌裏打

一
一
、
表
打
除
去
・
肌
裏
打

　
本
紙
表
面
か
ら
濾
過
水
を
噴
霧
し
て
表
打
三
層
目
の
石
州
紙
と
二
層
目
の
レ
ー
ヨ
ン
紙

を
取
り
除
い
た
。

　
本
紙
裏
面
か
ら
薄
美
濃
紙
と
小
麦
澱
粉
糊
（
新
糊
）
を
用
い
て
、肌
裏
打
を
行
っ
た
（
写

真
28
）。
そ
の
後
、
表
打
一
層
目
の
レ
ー
ヨ
ン
紙
を
除
去
し
、
本
紙
に
負
荷
が
掛
か
ら
な

い
よ
う
に
平
ら
な
状
態
で
乾
燥
さ
せ
た
。

　
肌
裏
紙
の
色
に
つ
い
て
は
サ
ン
プ
ル
を
用
意
し
て
所
有
者
と
協
議
の
上
決
定
し
た
。

一
二
、
礬ど

う
さ水

引
き

　
本
紙
裏
面
か
ら
施
し
た
補
修
箇
所
に
、
補
彩
の
滲
み
止
め
の
た
め
に
礬
水
引
き
を
行
っ

た
。
兎
膠
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
明
礬
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
礬
水
を
使
用
し
た
。

一
三
、
増
裏
打

　
美
栖
紙
と
古
糊
を
用
い
て
増
裏
打
を
行
っ
た
（
写
真
29
）。
増
裏
打
に
使
用
す
る
美
栖

紙
の
色
味
に
つ
い
て
は
肌
裏
打
後
の
本
紙
に
実
際
に
使
用
す
る
染
め
た
美
栖
紙
の
サ
ン
プ

ル
を
裏
面
に
当
て
な
が
ら
京
都
府
の
担
当
者
と
協
議
を
行
い
決
定
し
た
。

一
四
、
折
れ
伏
せ
及
び
二
回
目
の
増
裏

　
亀
裂
や
折
れ
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
及
び
今
後
発
生
す
る
と
予
見
さ
れ
る
箇
所
に
、
細

い
帯
状
の
楮
紙
に
よ
る
折
れ
伏
せ
を
施
し
て
補
強
し
、
再
発
及
び
今
後
の
進
行
を
防
止
し

た
（
写
真
30
）。
折
れ
伏
せ
は
強
度
を
持
た
せ
る
た
め
に
楮
紙
の
抄
紙
方
向
と
直
角
に
な

る
よ
う
に
裁
断
し
た
。

　
折
れ
伏
せ
を
挟
み
込
む
よ
う
に
二
回
目
の
増
裏
打
を
施
し
て
か
ら
仮
張
板
に
張
り
込
み

本
紙
を
平
滑
に
し
て
安
定
さ
せ
た
（
写
真
31
）。

写真31　2回目の増裏打

写真32　補彩

写真33　表装裂取り合わせ協議
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写真38　総裏打 写真34　裂の肌裏打

写真35　裂の増裏打

写真36　付廻し

写真37　中裏打

一
五
、
一
回
目
の
補
彩

　
補
修
箇
所
に
二
回
目
の
礬
水
引
き
を
行
っ
た
。礬
水
の
濃
度
は
一
回
目
と
同
様
と
し
た
。

補
修
箇
所
に
補
彩
を
施
し
た（
写
真
32
）。補
彩
は
本
紙
無
地
場
の
色
調
を
基
調
色
と
し
て
、

本
紙
が
違
和
感
な
く
鑑
賞
で
き
る
程
度
に
行
っ
た
。
彩
色
に
は
藤
黄
、
棒
絵
具
の
藍
と
洋

紅
を
混
色
し
て
使
用
し
た
。
補
彩
は
最
終
的
な
色
味
に
な
る
ま
で
、
複
数
回
に
分
け
て
慎

重
に
行
っ
た
。

一
六
、
表
装
裂
の
新
調
と
調
整

　
所
有
者
及
び
行
政
担
当
者
と
の
協
議
（
写
真
33
）
の
上
で
決
定
し
た
表
装
裂
に
、
薄
美

濃
紙
と
新
糊
で
肌
裏
打
を
行
っ
た
（
写
真
34
）。
そ
の
後
、
美
栖
紙
と
古
糊
で
増
裏
打
を

行
い
、
本
紙
と
の
厚
み
や
柔
軟
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
た
（
写
真
35
）。

一
七
、
付
廻
し
及
び
中
裏
打

　
新
調
し
た
表
装
裂
地
を
二
段
仏
表
装
の
形
で
本
紙
に
付
廻
し
た
（
写
真
36
）。

　
美
栖
紙
と
古
糊
を
用
い
て
中
裏
打
を
行
っ
た
（
写
真
37
）。
平
に
し
て
乾
燥
さ
せ
た
後
、

再
度
適
度
な
湿
り
を
与
え
て
仮
張
板
に
張
り
込
ん
だ
。

一
八
、
二
回
目
の
補
彩

　
本
紙
に
裂
が
つ
い
た
状
態
で
の
見
え
方
を
確
認
し
、
二
回
目
の
補
彩
を
行
っ
た
。

一
九
、
総
裏
打

　
本
紙
の
耳
折
を
行
い
、
表
具
巾
を
確
定
し
た
。
そ
の
後
、
宇
陀
紙
と
古
糊
を
用
い
て
総

裏
打
を
行
っ
た
（
写
真
38
）。

17
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二
〇
、
三
回
目
の
補
彩

　
仮
張
板
に
張
り
込
ん
だ
本
紙
に
補
彩
を
行
っ
た
。
二
回
の
補
彩
で
基
本
の
色
味
を
施
し

た
が
、
裂
と
の
調
和
を
見
つ
つ
、
最
終
的
な
仕
上
げ
補
彩
を
行
っ
た
。

二
一
、
裏
摺
・
裏
張
り

　
掛
軸
の
巻
舒
に
よ
る
摩
擦
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
裏
摺
を
行
っ
た
。
イ
ボ
タ
蝋
を
裏
面

に
薄
く
塗
布
し
、
水
晶
の
数
珠
を
用
い
て
表
装
裏
面
を
平
滑
に
し
た
。

　
表
面
を
伏
せ
て
仮
張
板
に
張
り
込
み
、
一
定
の
乾
燥
期
間
を
設
け
て
本
紙
の
伸
縮
を
安

定
さ
せ
た
。

二
二
、
仕
立
て

　
十
分
に
乾
燥
さ
せ
た
本
紙
を
仮
張
板
か
ら
取
り
外
し
、
耳
を
漉
き
、
発
装
、
軸
首
を
取

り
付
け
た
軸
木
、
鐶
、
啄
木
を
取
り
付
け
、
掛
軸
の
形
に
仕
立
て
た
（
写
真
39
）。
軸
首

に
は
蓮
華
唐
草
文
金
鍍
金
軸
を
新
調
し
た
（
写
真
40
）。

　
下
軸
に
は
修
理
年
度
等
を
揮
毫
し
た
。

二
三
、
収
納

　
新
調
し
た
太
巻
添
軸
を
取
り
付
け
た
本
紙
を
羽
二
重
の
袱
紗
で
包
み
、
既
存
の
屋
郎
箱

に
納
入
し
た
（
写
真
41
）。

　
修
理
中
に
生
じ
た
旧
表
装
裂
や
下
軸
発
装
等
の
古
巣
類
と
過
去
の
修
理
銘
墨
書
は
中
性

紙
製
の
保
存
箱
に
納
入
し
た
。

写真39　仕立て

写真40　新調蓮華唐草文金鍍金軸

写真41　納入

〔
特
記
事
項
〕

◇
旧
肌
裏
紙

　
通
常
肌
裏
紙
は
同
じ
紙
繊
維
で
漉
か
れ
た
紙
を
同
じ
色
味
に
染
め
た
紙
を
用
い
て
行
わ

れ
る
。
本
文
化
財
は
今
回
の
修
理
前
に
少
な
く
と
も
二
回
（
な
い
し
三
回
）、
肌
裏
紙
の

除
去
を
行
わ
ず
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
損
傷
箇
所
や
肌
裏
紙
の
除
去
が
容
易
な
部
分
の
み

を
除
去
し
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
は
残
置
し
た
ま
ま
補
修
を
行
い
、
古
い
紙
を
残
し
た
ま
ま 写真42　天明６年修理銘墨書
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二
〇
、
三
回
目
の
補
彩

　
仮
張
板
に
張
り
込
ん
だ
本
紙
に
補
彩
を
行
っ
た
。
二
回
の
補
彩
で
基
本
の
色
味
を
施
し

た
が
、
裂
と
の
調
和
を
見
つ
つ
、
最
終
的
な
仕
上
げ
補
彩
を
行
っ
た
。

二
一
、
裏
摺
・
裏
張
り

　
掛
軸
の
巻
舒
に
よ
る
摩
擦
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
裏
摺
を
行
っ
た
。
イ
ボ
タ
蝋
を
裏
面

に
薄
く
塗
布
し
、
水
晶
の
数
珠
を
用
い
て
表
装
裏
面
を
平
滑
に
し
た
。

　
表
面
を
伏
せ
て
仮
張
板
に
張
り
込
み
、
一
定
の
乾
燥
期
間
を
設
け
て
本
紙
の
伸
縮
を
安

定
さ
せ
た
。

二
二
、
仕
立
て

　
十
分
に
乾
燥
さ
せ
た
本
紙
を
仮
張
板
か
ら
取
り
外
し
、
耳
を
漉
き
、
発
装
、
軸
首
を
取

り
付
け
た
軸
木
、
鐶
、
啄
木
を
取
り
付
け
、
掛
軸
の
形
に
仕
立
て
た
（
写
真
39
）。
軸
首

に
は
蓮
華
唐
草
文
金
鍍
金
軸
を
新
調
し
た
（
写
真
40
）。

　
下
軸
に
は
修
理
年
度
等
を
揮
毫
し
た
。

二
三
、
収
納

　
新
調
し
た
太
巻
添
軸
を
取
り
付
け
た
本
紙
を
羽
二
重
の
袱
紗
で
包
み
、
既
存
の
屋
郎
箱

に
納
入
し
た
（
写
真
41
）。

　
修
理
中
に
生
じ
た
旧
表
装
裂
や
下
軸
発
装
等
の
古
巣
類
と
過
去
の
修
理
銘
墨
書
は
中
性

紙
製
の
保
存
箱
に
納
入
し
た
。

写真39　仕立て

写真40　新調蓮華唐草文金鍍金軸

写真41　納入

〔
特
記
事
項
〕

◇
旧
肌
裏
紙

　
通
常
肌
裏
紙
は
同
じ
紙
繊
維
で
漉
か
れ
た
紙
を
同
じ
色
味
に
染
め
た
紙
を
用
い
て
行
わ

れ
る
。
本
文
化
財
は
今
回
の
修
理
前
に
少
な
く
と
も
二
回
（
な
い
し
三
回
）、
肌
裏
紙
の

除
去
を
行
わ
ず
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
損
傷
箇
所
や
肌
裏
紙
の
除
去
が
容
易
な
部
分
の
み

を
除
去
し
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
は
残
置
し
た
ま
ま
補
修
を
行
い
、
古
い
紙
を
残
し
た
ま
ま 写真42　天明６年修理銘墨書
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部
分
的
に
新
し
い
紙
を
肌
裏
紙
と
し
て
膏
薬
の
よ
う
に
貼
り
付
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
肌

裏
紙
層
は
一
枚
で
は
な
く
部
分
的
に
重
な
り
合
い
二
重
、
三
重
に
な
っ
て
い
た
。
肌
裏
除

去
前
の
裏
面
は
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
構
造
で
、
料
絹
と
の
接
着
強
度
も
ま
ば
ら
で

あ
っ
た
。
彩
色
箇
所
（
裏
彩
色
箇
所
）
で
は
絵
具
焼
け
が
起
き
て
お
り
、
乾
式
肌
上
げ
法

の
確
立
以
前
に
は
絵
具
層
を
損
傷
さ
せ
ず
に
肌
裏
紙
を
除
去
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た

と
想
像
で
き
る
。
過
去
の
修
理
で
必
要
以
上
に
無
理
を
し
て
肌
裏
紙
を
除
去
せ
ず
、
残
し

た
ま
ま
修
理
を
行
な
っ
て
き
た
こ
と
が
、
比
較
的
裏
彩
色
が
健
全
な
状
態
で
残
っ
た
要
因

で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

◇
旧
補
修
絹

　
旧
補
修
絹
は
表
面
か
ら
一
種
類
、
裏
面
か
ら
二
種
類
使
用
さ
れ
て
い
た
。
補
修
さ
れ
た

時
代
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
修
理
の
度
に
過
去
の
補
修
痕
を
解
消
せ
ず
に
新
し
く
補
修
が

行
わ
れ
て
い
た
。
補
修
絹
は
欠
失
の
形
通
り
に
は
入
れ
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
帯
状
に
切
っ

た
絹
や
、欠
失
よ
り
も
大
き
く
切
っ
た
絹
等
で
補
修
さ
れ
て
お
り
、補
修
絹
同
士
が
重
な
っ

て
い
た
。
欠
失
箇
所
に
よ
っ
て
は
紙
帯
で
補
修
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
。

◇
修
理
銘
墨
書

　
修
理
前
の
表
装
裏
面
に
あ
っ
た
平
成
十
二
年
の
修
理
銘
墨
書
の
ほ
か
、
箱
内
に
天
明
六

年
（
一
七
八
六
）
の
修
理
銘
墨
書
が
納
入
さ
れ
て
い
た
（
写
真
42
）。
こ
の
墨
書
は
前
回

修
理
時
に
裏
面
か
ら
取
り
外
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
二
回
分
の
修
理
記
が
現
存
し
て
い
る
。

　
二
枚
の
墨
書
は
今
回
の
修
理
で
発
生
し
た
古
巣
類
と
共
に
新
調
し
た
中
性
紙
製
の
保
存

箱
に
納
入
し
て
返
却
し
た
。

　
南
天
薬
師
如
来
　
所
持
善
惠
之

　
　
　
丹
州
何
鹿
郡
高
津
観
音
寺
常
住

　
　
　
天
明
六
丙
午
五
月
日
修
補
之
者
也

　
　
　
令
法
久
住
利
益
人
天
為
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
堕
落
山
観
音
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
聞
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
圓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
聖
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智
真

◇
裏
彩
色

　
本
紙
裏
面
に
施
さ
れ
て
い
た
裏
彩
色
は
丁
寧
に
色
分
け
が
さ
れ
て
い
た
。
何
度
か
修
理

を
経
て
い
る
が
、
肌
裏
紙
を
除
去
し
き
れ
ず
に
残
存
し
て
修
理
を
行
っ
て
き
た
た
め
、
結

果
的
に
厚
み
の
あ
る
比
較
的
健
全
な
状
態
で
残
っ
て
い
た
。

◇
補
彩

　
主
に
薬
師
如
来
の
金
色
（
首
欠
失
箇
所
等
）
の
見
え
方
に
留
意
し
な
が
ら
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
作
業
を
進
め
た
。
彩
色
に
は
藤
黄
、
棒
絵
具
の
藍
と
洋
紅
を

混
色
し
て
使
用
し
た
。
補
彩
は
最
終
的
な
段
階
ま
で
、複
数
回
に
分
け
て
慎
重
に
行
っ
た
。

◇
修
理
後
赤
外
線
写
真
（
次
頁
）

　
本
文
化
財
の
魅
力
の
一
つ
は
画
面
下
部
に
描
か
れ
た
十
二
神
将
の
個
性
的
な
風
貌
や
迫

力
あ
る
表
現
で
あ
る
。
経
年
に
よ
り
可
視
光
で
の
視
覚
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
赤

外
線
照
射
に
よ
る
写
真
撮
影
に
よ
り
制
作
当
初
の
姿
を
想
起
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

次
頁
に
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
す
る
（
修
理
後
赤
外
線
写
真
１
〜
17
）。
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索引図（数字は写真番号）

修理後赤外線写真5

修理後赤外線写真6

修理後赤外線写真7

修理後赤外線写真8

修理後赤外線写真9

修理後赤外線写真10

修理後赤外線写真2 修理後赤外線写真１

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩⑫

⑪

⑭

⑬

⑯

⑮
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索引図（数字は写真番号）

修理後赤外線写真5

修理後赤外線写真6

修理後赤外線写真7

修理後赤外線写真8

修理後赤外線写真9

修理後赤外線写真10

修理後赤外線写真2 修理後赤外線写真１

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩⑫

⑪

⑭

⑬

⑯

⑮
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修理後赤外線写真11

修理後赤外線写真12

修理後赤外線写真13

修理後赤外線写真14

修理後赤外線写真15

修理後赤外線写真16

修理後赤外線写真3修理後赤外線写真4

21



修理報告書

絹本著色薬師十二神将像

宗教法人観音寺蔵

令和８年 3 月 23 日　

編集　株式会社光影堂

京都市下京区河原町通五条下る本塩竈町 583-5

KAWARAMACHI PLACE 1002

不許複製・無断転載　©️2026　KOEI-DO Co., Ltd.

本事業は、公益財団法人三菱財団の文化財保存修復事業助成による助成金を受けて実施されました

22


